
解 題

集落や地域で獣害の改善方法を「提案」し「課題解決」を図る実践
～年間で20集落、累計約300の集落で実践～

集落の合意形成手法や政策提案（ご要望あれば要請ください）

研究・教育と、被害現
場や行政機関との「実
践」が自身の強み

山端 直人
兵庫県大／兵庫県森林動物研究センター

農林水産省⇒三重県庁⇒現職

専門：「農村計画」「アクションリサーチ」
「野生動物の被害管理」

～社会調査、集落づくり、被害防除、捕獲、政策提案まで～

自己紹介

兵庫県立大学

山端 直人

数々の集落から見える成功への
「転換点」

第12回 全国鳥獣被害対策サミット鳥獣被害対策の事例講演：解題



開始 終了

イノシシ シカ

対象集落の合計被害面積の変化ａ

支援対象集落の被害面積は半減（山端2025）

兵庫ワイルドライフモノグラフ１７号より
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兵庫県は15年の間、継続して集落の支援事業を実施（山端2025）

累計で２００集落におよぶ兵庫ワイルドライフモノグラフ１７号より

兵庫県も多くの集落で（多種の事業で）
「地域主体の獣害対策」を進めている

農林水産省では獣害対策の
社会モデルづくりを進めてきている

（社会モデルの構築は地域政策に共通する取り組み）



加西市畑集落
（畑第一営農組合）

「獣害対策」の
モデル的な例

兵庫県の支援事業の１例
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１ 住民主体の獣害対策モデル地区 取組手順

（１）関係者による課題の発見

・被害状況の確認及び獣害対策チーム内で課題を共有

・センサーカメラの設置により有害鳥獣の出没状況を調査

モデル集落として支援

被害金額＝約１４５万円

３００か所もの補修箇所、全滅の農地もあるほど被害は「深刻」

R3の被害



個個人人でで取取りり組組むむ課課題題、、 町町やや営営農農単単位位でで取取りり組組むむ課課題題、、行行政政のの支支援援
をを受受けけてて取取りり組組むむ課課題題にに整整理理しし解解決決方方法法をを共共有有

2221
ワワーーククシショョッッププにによよりり「「課課題題」」とと「「すすべべききこことと」」がが共共有有ででききるる
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（３）現地研修会（集落点検）及びワークショップ

・住民に対して獣害対策研修後、各営農組合ごとに分かれて

集落点検を実施

・集落点検により見えてきた課題をワークショップにより整理19

（２）集落の役員会で提案

・集落の役員、各営農組合役員等の集落代表者を対象に獣害対策の基本
について研修

・下見で撮影したセンサーカメラの映像を利用して、集落内での有害鳥
獣の出没状況を説明

・モデル地区の取組内容、手順について説明



フェンスやW・M柵の外周下部に電気線を１段設置（心理柵＋物理柵）

新たな技術も用いて防護柵の補強

集落が主体で捕獲を実施（捕獲技術は市や県事業で支援）集落が主体で捕獲を実施（捕獲技術は市や県事業で支援）



「護る」
「獲る」

「共有する」

獣害対策の全てです

集落、営農組合員と関係機関が情報共有

営農組合で設置・管理、稲の登熟期はこまめに見回り新たな技術も用いて防護柵の補強



獣害対策を頑張るわけは？

やっぱり地元の米が食べたいから

今年度の被害は「無かった」

今年の被害はなかった。イノシシの被害もなかった。

R4の被害

被害金額＝0円

金網の補修箇所はゼロ、農地の被害もゼロ（隣接集落からの侵入はある）

被害金額＝約１４５万円

３００か所もの補修箇所、全滅の農地もあるほど被害は「深刻」

R3の被害



柵の補修や補強も努力している

集落柵で護って・・・

宍粟市皆木集落

箱ワナ、くくりワナも用いた
集落主体の捕獲モデル



LINEグループで集落が連携しつつ獣害対策

それを集落で共有する

集落で分担して檻・ワナの管理→捕獲向上

加害個体を獲る・・・

集落でカメラ（技術の有効活用）も確認しながら捕獲技術を向上

「地域が主体的に」獲る・・・

巡回研修時には柵の管理研修も実施

電気柵でも補強



以前は全滅で収穫できた人がいなかった。今は田んぼの被害、掘り返しなくなっている

不作付けは増えてき
たが、作付けしたい農
地の獣害はゼロに

「護る」
「獲る」

「共有する」

獣害対策の全てです



■みなで協力し合うことで、地域の団結力も出てくる

やるなら地域
ぐるみで

獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー

地域内での
「共有」

集落の獣害という課題を皆に共有する

獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー

■獣害は、集落皆の問題なので、（防護柵も捕獲も）皆で協力し合おう

皆が困ってい
る問題をどうに
かする

地域主体の獣害対策が

成立する要因やプロセスは？

共通する特徴がある



獣害につよい集落の成立プロセス（山端2024）

農業への意欲

地域活動として
の意義

獣害対策の上
位目標の存在

適切な防護柵設
置と管理

適切な加害個体
捕獲実施

適切な技術の導入

組織の体制
整備

広報や情報発
信の仕組み

課題の共有、組織的活動化

成功体験や自信を
得る機会

きっかけとなる成
功体験

被害の軽減と
持続の体制

外部からの知見や刺激

目標は何か？の語り
ワークショップなど LINEグループ作りま

せんか？の提案

被害軽減の可視化
小規模な実証

技術研修
定期巡回

リーダーの
存在

獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー

そもそもの
「目的」

やっぱり地元の米が食べたいから

獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー

やったらでき
るという「成功
体験」

やったら麦って穫れるんや。成功体験。

獣害対策を成功させ得た集落に長時間のインタビュー

柵補修のタイ
ミングという正
しい「技術」

柵の補修が適期にできている。研修会の影響。



市市のの担担当当者者はは現現地地でで課課題題をを把把握握

全部見に行ってみたら、畑１（集落は）自分たちで点検してない。

組合長に出会って、「市役所はこうやって熱心に回ってくれて」って言っ
てくれるようになって

被害
多発

集落一丸となっ
て柵補修

補修しても
侵入される

捕獲を開始

意外に
獲れない

集落柵に電
気柵を付加

モチベ爆上
がり

被害ゼロ
達成

加西市畑集落の被害軽減までの出来事とモチベーションの模式図（山端の参与観察による）

支援事業開始 課題の再認識

UP

DOWN
そのまま低
迷

転換点

加西市畑集落
（畑第一営農組合）

どこかに「転換点」が
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「情報を共有して盛り上げていくことも重要。最初はこんなになるとは思ってなかった。
どうせ尻すぼみになるだろうと思っていた。

ある人にだけ負担がかかる結果になると思ってたけど、そうでもなかった。」
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宍粟市皆木集落の被害軽減までの出来事とモチベーションの模式図（山端の参与観察による）
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その後ディスカッションを

②研究機関 ③指導機関 ①本庁

⑥地域事務所

⑦市町村

モデルとなる集
落や地域組織

地域

研究・指導機関・コンサル

予算や法令

知見や提案

④農政や林政
等行政機関

⑤普及センター
等指導機関

事事務務所所支支援援

モモデデルル育育成成支支援援

他の被害
発生集落

モモデデルル波波及及

知知見見付付与与

地地域域支支援援

市市町町村村支支援援地地域域対対応応

本本庁庁支支援援
政政策策提提案案

「獣害につよい集落」づくりを進め得る行政組織の模式図（山端２０２０改変）

⑧コンサル企業

梅津

河野 傳刀

宇野山端

基調講演

『『大大町町市市ににおおけけるる獣獣害害対対策策ののたためめのの取取りり組組みみとと集集落落ととのの連連携携ににつついいてて』』
講演者：長野県大町市役所農林水産課／ 傳刀 章雄 氏

取組事例紹介

『『支支援援者者かかららみみたた獣獣害害対対策策のの転転換換点点』』
講演者：合同会社東北野生動物保護管理センター 代表／宇野 壮春 氏

『『山山形形市市風風間間地地区区ににおおけけるる有有害害鳥鳥獣獣対対策策ののたためめのの取取りり組組みみとと地地域域民民のの連連携携ににつついいてて』』
講演者：風間地区有害鳥獣対策協議会／ 梅津 茂 氏

『『集集落落営営農農でで取取りり組組むむ獣獣害害対対策策』』
講演者：農事組合法人 ファーム・円心代表理事／河野 雅晴 氏

成功した事例にはそれぞれの皆さんから見た「転換点」があるはずです




